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ふくおかの魅力をいつもの
街角からアプローチ

グラフふくおかの
電子書籍ダウンロードや
バックナンバーは
こちらから

グラフふくおかの
Instagramはこちらから

ここは久留米市の中心部。市街地の真ん中に
ある久留米シティプラザの六角堂広場は、施
設の劇場へと続く大階段が大きな特徴。その
スケール感と洗練された造形が、まるで別世界
の入り口のような未来的な雰囲気を醸し出し
ています。街の違った魅力を再発見できますよ。

福岡県では、障がいのある人によって
生み出されたアート作品を「まごころ
アート」と名付け、街中のさまざまな場所
が「まごころアート」であふれ、気軽に
アートを楽しめる社会を目指しています。

多
彩
な
作
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中
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ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

「
ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト FU
KU
O
KA
 G
A
LLERY

」
HPはこちら

「まごころアート」とは

日々の営みとして行われている障がいのある人のアート活動
は、「アートによる社会参加」の可能性を秘めています。「まごこ
ろアート FUKUOKA GALLERY事業」では、県内の障がい者
アーティストのアート作品のレプリカや画像データをレンタル・販
売し、その料金の一部（30％）を作家へ還元します。

「アート」で収入向上と社会参加を促進

アニマルタウンのワンダーランド

大成 楽

いなかの町。アニマルタウンの仲間た
ちを描きました。夕焼け色の海にシャチ
やいっかく、アマゾンいるか、ザトウクジ
ラが泳いでいます。アニマルタウンに
はカバとサイの新入社員。八百屋のゴ
リラと猫とライオンの親子もいるよ。

おおなり らく
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水・空・森

キレイな外国の街
以前、アメリカのニューヨークに家族と旅行に行ったことがあります。
明るい夜の街を思い出しながら描きました。今はなかなか旅行に行け
ないので、日本の観光地や世界の世界遺産など写真を見ながら、大
好きな女の子と旅行をしているつもりで、毎日絵を描いています。

夕やけの空をとぶおやゆび姫 わっしょい わっしょい！！
飾り山を見ると夏が来たなと思いま
す。飾り山の人物や周りの花や装飾
など一つ一つ丁寧に表現しました。
山笠の華やかでにぎやかな雰囲気
を感じてもらえたらうれしいです。

春のプラムラジュリアン
花びらの一枚一枚を色のバランスを考え、週に２～３日、１日２時
間程度で１年半かけて描きました。最も時間をかけた作品です。

私は富士山が好きなので、得意の点描（てんびょう）で描いてみようと
思いました。一点ずつ点描で描くのは大変でした。特に海が一番大
変でした。うまくできたと思います。自信作です。

かわいい魚

おやゆび姫に助けられたツバメが、今度は
困っていたおやゆび姫を助けて翼に乗せ
て旅立つ様子を描きました。おやゆび姫
が初めて空から見た風景がどんなにきれ
いだったのか、夕やけの空の色や建物な
ど、想像しながら工夫して色を塗りました。

いろんな描き方を試してい
ます。この絵はまず水性の
絵の具で色を塗り、大まか
な模様を描きその後にマ
ジックで描いてみました。

知り合いの保育園に絵を
飾ってもらうと子供たちが喜ん
でくれます。人の心が温かくな
る絵を描きたいと思ってます。

富士山

131名のアーティストが制作した303作品を登録中

「まごころアート」の一部をご紹介！

さとう  たつおほしさき

さいごう  ともきたての じゅんや

みのだ としひろ さいき  あやか

版画「春の知らせ」
ゆったりとまどろむ三毛猫を遠くで呼んでいる
のは友達の黒猫か、それとも春の息吹か。柔
らかな肉球の感覚を想像してみてください。

木洩れ日
お天気の日には、草木が水面に映り、
光のコントラストがとてもきれいです。その
感動を作品にしました。
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　1
9
9
7（
平
成
9
）年
に
創
業
し
、小

国
杉
な
ど
地
産
地
消
の
自
然
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
家
づ
く
り
を
行
う「
悠
建
築
工
房
」。

ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト
の
作
品
は
、モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

「
て
ま
ひ
ま
の
家
」に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　杉
の
香
り
が
漂
う
リ
ビ
ン
グ
に
入
る
と
、

白
く
て
広
い
壁
に
飾
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な

作
品
群
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

　「
会
長
が
新
聞
で
こ
の
取
り
組
み
を
知

り
、ぜ
ひ
応
援
し
た
い
と
2
0
2
2（
令
和

4
）年
か
ら
レ
ン
タ
ル
を
始
め
ま
し
た
。モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
見
学
だ
け
で
な
く
、地
域
の
人
に

も
気
軽
に
訪
れ
て
ほ
し
い
気
持
ち
も
あ
っ
て

通
り
に
ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト
の
看
板
を
出
し

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
」と
、副
社
長
の
後

藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　時
に
は
、ア
ー
ト
好
き
な
人
が
ふ
ら
り
と

立
ち
寄
っ
た
り
、作
品
を
通
し
て
見
学
者
と

の
会
話
が
膨
ら
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

「
ア
ー
ト
を
楽
し
む
」か
ら
広
が
る
共
感
の
輪

1

12

3

23

1.自然の光が差し込むリビングの一角に生まれた「まごころアート」のミニギャラリー。ナチュラルな住空間
のアクセントとして目を引きます  2.個性や色使いなどタイプの異なる4点を季節ごとに入れ替えて展示  
3.「毎回、作家の表現力や工夫に驚かされる」とスタッフの間でも評判です

1.作品は、ガラス越しに道ゆく人の目にも留まります  2.季節ごとに色やタッチなどの異なる作品を展示  3.「まごころアートを定期的に入れ替
えて展示することで、飼い主さんに変化や季節感を感じていただけてうれしい」と佐藤院長

障
が
い
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
作
品
の
レ
プ
リ
カ
を

個
人
や
企
業
が
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。カ
フ
ェ
や
美
容
室
、医
療
機
関
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
展
示
さ
れ
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
意
欲
や
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

取締役 副社長

後藤 晋作さん

ご　とう　 しん さく

　2
0
1
5（
平
成
27
）年
に
開
院
し
た

「
み
な
と
お
お
ほ
り
動
物
病
院
」は
、犬
や

猫
、ウ
サ
ギ
、鳥
な
ど
の
診
察
を
行
う「
ま

ち
の
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。「
ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト
」の
作
品
は
、

2
0
2
2（
令
和
4
）年
か
ら
待
合
室
の
壁

面
に
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
し
て
、診
察
を
待
つ
間
、

飼
い
主
さ
ん
た
ち
に
動
物
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
た
ん

で
す
。作
家
の
収
益
に
つ
な
が
る
活
動
に
参

加
で
き
る
意
義
も
感
じ
ま
し
た
」と
、佐
藤

院
長
は
話
し
ま
す
。

　ラ
イ
オ
ン
、犬
、猫
、ペ
ン
ギ
ン
な
ど
、作
品

が
入
れ
替
わ
る
度
に
待
合
室
の
雰
囲
気
が

変
わ
る
た
め
、ペ
ッ
ト
の
定
期
検
診
に
訪
れ

る
人
な
ど
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

院 長

佐藤 祐さん

さ　とう　 ゆう

「
動
物
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
待
合
室
の
憩
い
に

住
空
間
を
彩
る
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

悠建築工房

筑紫野市

みなとおおほり
動物病院

福岡市

ぐ
に
す
ぎ

お

ゆう
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1.自然の光が差し込むリビングの一角に生まれた「まごころアート」のミニギャラリー。ナチュラルな住空間
のアクセントとして目を引きます  2.個性や色使いなどタイプの異なる4点を季節ごとに入れ替えて展示  
3.「毎回、作家の表現力や工夫に驚かされる」とスタッフの間でも評判です

1.作品は、ガラス越しに道ゆく人の目にも留まります  2.季節ごとに色やタッチなどの異なる作品を展示  3.「まごころアートを定期的に入れ替
えて展示することで、飼い主さんに変化や季節感を感じていただけてうれしい」と佐藤院長

障
が
い
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
作
品
の
レ
プ
リ
カ
を

個
人
や
企
業
が
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。カ
フ
ェ
や
美
容
室
、医
療
機
関
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
展
示
さ
れ
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
意
欲
や
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

取締役 副社長

後藤 晋作さん

ご　とう　 しん さく

　2
0
1
5（
平
成
27
）年
に
開
院
し
た

「
み
な
と
お
お
ほ
り
動
物
病
院
」は
、犬
や

猫
、ウ
サ
ギ
、鳥
な
ど
の
診
察
を
行
う「
ま

ち
の
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。「
ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト
」の
作
品
は
、

2
0
2
2（
令
和
4
）年
か
ら
待
合
室
の
壁

面
に
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
し
て
、診
察
を
待
つ
間
、

飼
い
主
さ
ん
た
ち
に
動
物
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
た
ん

で
す
。作
家
の
収
益
に
つ
な
が
る
活
動
に
参

加
で
き
る
意
義
も
感
じ
ま
し
た
」と
、佐
藤

院
長
は
話
し
ま
す
。

　ラ
イ
オ
ン
、犬
、猫
、ペ
ン
ギ
ン
な
ど
、作
品

が
入
れ
替
わ
る
度
に
待
合
室
の
雰
囲
気
が

変
わ
る
た
め
、ペ
ッ
ト
の
定
期
検
診
に
訪
れ

る
人
な
ど
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

院 長

佐藤 祐さん

さ　とう　 ゆう

「
動
物
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
待
合
室
の
憩
い
に

住
空
間
を
彩
る
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

悠建築工房

筑紫野市

みなとおおほり
動物病院

福岡市

ぐ
に
す
ぎ

お

ゆう
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購入した画像データは、変色・変形、トリミングなどの加工を施し、
チラシやノベルティ、広告動画など幅広くお使いいただけます。

（個人・団体問わずレンタル・購入可能）

（いずれのサイズも料金は同じ）
M  525×425㎜／ L  725×525㎜ 

303作品

福岡県庁の
「まごころアート 
FUKUOKA GALLERY」をご紹介！

作品サイズ（フレーム込み）

（いずれのサイズも料金は同じ）
M  393×272㎜／ L  545×393㎜ 

作品サイズ

料金プラン（税込み）

料金の30％が
作品制作者の
報酬になります

●基本（1カ月）プラン
●3カ月プラン
●半年プラン

料金プラン（税込み）

44,000円／作品

　「
ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト
」の
レ
ン
タ
ル
作
品

は
、県
庁
行
政
棟
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ま

ご
こ
ろ
ア
ー
ト FU

K
U
O
K
A G
ALLERY

」

で
も
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、レ
ン
タ
ル
作
品
の

展
示
と
と
も
に
、障
が
い
の
あ
る
人
が
つ
く

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る「
ま
ご
こ
ろ
製

品
」も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　障
が
い
の
あ
る
人
の
活
動
意
欲
を
高
め
、

県
民
の
皆
さ
ん
に
活
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、自
由
な
発

想
で
描
か
れ
た
一
人
一
人
の
個
性
が
光
る

ア
ー
ト
の
力
を
、ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「まごころアート」の
レプリカや画像データを
レンタル・購入してみませんか？

料金プラン（税込み）

26,400円 39,600円 59,400円

52,800円 79,200円 118,800円

無料のものを
制作する場合

（ex.ノベルティグッズ）

有料のものを
制作する場合

（ex.商品パッケージ）

作品画像データは、Webサーバー経由（メールやオンラインストレージサービス）
またはCD-Rでお届けします！

先行事例：イオンモール大牟田「ウォールアート」
“つながり”をテーマに展開するポップアップストアにまごころアートを
プリントしたウォールアートを設置

Sサイズ
（A6程度）

Mサイズ
（A3程度）

Lサイズ
（A0程度）

11階
福岡県物産観光展示室

「福岡よかもんひろば！」回廊

地下1階
県民レストラン

「けんちょう Food Marche」

各階
エレベーターホール

1階ロビー

レプリカのレンタル レプリカの販売

作品画像データの販売

登録作品数

マット紙（紙厚0.2mm）でお届けするため、お部屋
や作品に合わせてお好きなフレームで飾れます。

レプリカは、難しい温度管理や
紫外線対策は不要！

New!

活用例

New!

（イメージ）

作品によっては、販売に対応していないものがあります。
事前にWebサイトをご確認いただくか、事務局までお問い合わせください。

福岡県障がい者
アートレンタル事業事務局
（NPO法人まる）

We
b
サ
イ
ト
か
ら

作
品
を
選
び
注
文

事
務
局
よ
り
ご
注
文

確
定
メ
ー
ル
を
送
付

支
払
い（
振
り
込
み
）・

お
届
け

ご
返
却

W
e
b
サ
イ
ト
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

メ
ー
ル
、F
A
X
で
注
文
可
能

注
文
内
容
に
つ
い
て
、確
認
の

連
絡
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

レ
プ
リ
カ
の
取
り
付
け
は

ご
自
身
に
て
お
願
い
し
て
い
ま
す

申込先

□所 福岡市南区野間1-13-1-602
☎・ファクス 092-516-0677
　 artrental@maruworks.org  　
定休日 ： 日・月曜・祝日  

〈
申
し
込
み
の
流
れ
〉

フレーム付きのため、届いたその日から飾れます。

レンタルの
場合は

4,950円／作品
13,200円／作品
23,100円／作品
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や作品に合わせてお好きなフレームで飾れます。

レプリカは、難しい温度管理や
紫外線対策は不要！
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作品によっては、販売に対応していないものがあります。
事前にWebサイトをご確認いただくか、事務局までお問い合わせください。
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し　ま　　　し　き

　北
に
は
玄
界
灘
、南
に
は
脊
振
山
系
の
山
々

が
連
な
り
、山
々
か
ら
流
れ
る
清
ら
か
な
水
は

大
地
を
潤
し
、糸
島
平
野
と
呼
ば
れ
る
田
園

地
帯
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
豊
か

な
自
然
に
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
技
術
や
情

熱
が
加
わ
る
こ
と
で
、全
国
に
誇
る
糸
島
の

「
食
」が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

“

自
然×

人”

で
導
か
れ
る
こ
の
お
い
し
い
方
程
式
、実
は
太

古
の
昔
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。縄
文
時
代

の
貝
塚
か
ら
は
ハ
マ
グ
リ
や
サ
ザ
エ
、タ
イ
な
ど

の
痕
跡
が
見
ら
れ
、伊
都
国
の
王
墓
で
あ
る
遺

跡
か
ら
は
暦
を
中
心
に
米
作
り
を
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。そ
う
、古
代
の
糸
島

人
た
ち
は
す
で
に
肥
沃
な
土
地
や
海
を
活
用

し
て
豊
か
な
食
文
化
を
築
い
て
い
た
の
で
す
。

今
に
続
く
糸
島
の「
食
」、唯
一
無
二
の「
糸
島

ブ
ラ
ン
ド
」を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

糸
島農

産
物

畜産物

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
む
す
び
」の
舞
台
と
し
て

今
注
目
の
糸
島
市
は
、都
市
の
利
便
性
を

有
し
な
が
ら
も
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
、

海
の
幸
、山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、そ
ん
な
糸
島
の「
食
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

糸
島
の
お
い
し
い
食
材
を
手
に

入
れ
る
な
ら
直
売
所
へ
。品
揃
え

豊
富
な
開
店
直
後
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
い
も
の
が

集
ま
る
場
所

□所 糸島市波多江567（西九州
　自動車道今宿ICから車で約15分）
☎092-324-3131
□営 9:00～18:00　□休 年始

連続テレビ小説

「おむすび」
自然豊かな福岡県・糸島で育った“ギャル”米田
結（よねだゆい）が主人公。彼女が、福岡、神戸
と舞台を広げながら、人々の健康を支える栄養
士になり、食の知識とコミュニケーション能力で
人の縁や幸せをむすび成長していく物語。

【毎週月曜～土曜】
8：00～8：15
NHK総合で
放送中

直売所
紹介

平日でも3000人、週末なら5000人が訪れるJA
の直売所。出荷者約1500人の情熱がこもった商
品は、野菜から鮮魚、肉、加工品など、バラエティ
豊か。「トマトなら◯◯さん」「ネギなら◯◯さん」と、
固定ファンを持つ生産者さんも少なくありません。

JA糸島産直市場 伊都菜彩

□所 糸島市二丈福井6333（西九州
　 自動車道前原ICから車で約15分）
☎092-326-6886　□営 9:00～17:00
（レストランは11:00～14:30ごろ、なくなり次第終了）
□休 盆、年始（レストランは火・水曜定休）

春は一面の菜の花畑に囲まれる直売所。地元の農
家が持ち込む農産物とともに、歩いて10分ほどの
場所にある福吉（ふくよし）漁港から水揚げされたば
かりの魚介類が並びます。直売所の食材で作る海
鮮丼や定食が味わえる併設のレストランも大人気。

福ふくの里

糸島市の詳しい情報はこちらから

□所 糸島市志摩津和崎33-1（西九州
　 自動車道前原ICから車で約15分）
☎092-327-4033
□営 8:30～17:00　□休 盆、年始

糸島漁業協同組合の直売所だけに魚介類が
人気。各漁港から水揚げされたものが直送され
るため、幅広い品揃えとともに鮮度の良さが自
慢です。調理に必要な下処理を無料でしてくれ
るサービスもうれしいポイント。

JF糸島 志摩の四季

1～3月に出回る春告げ野菜。福岡県だけで生
産される、中国原産の大型からし菜の一種です。
爽やかな香りとピリッとした辛さ、コリッとした食感
が特長で、和洋中、どんな料理にもピッタリ。

博多蕾菜

県の品評会で何度も上位入賞を果たす
銘柄牛。地元の稲わらを豊富に与えられ、
愛情を受けて育った糸島牛は、きめ細か
で柔らかな肉質が高く評価されています。

糸島牛

ビタミンCなどの栄養価が高いブ
ロッコリー。糸島は、県内1位の生
産量（令和4年産）を誇っていま
す。各農家が鮮度保持のため冷
蔵庫を設置するといった工夫も。

ブロッコリー

水
産
物

玄界灘の糸島沖合では、吾智
（ごち）網漁という伝統漁法によ
るマダイ漁が盛んで、全国有数
の水揚量を誇ります。玄界灘の
荒波で育ったマダイは、身の締
まりが良く上品な味わいが特長。

天然マダイ

柔らかな身と上品な甘みを
持つ高級魚。脂がのる11～4
月に獲れる2.5kg以上の大物で、高
鮮度処理を施した鰆だけが「特鮮本鰆」
を名乗ることができます。毎年「糸島さわら
フェア」が開催され、注目を集めています。

特鮮本鰆

大玉で艶があり、甘みと酸味のバラン
スが良い、福岡県が誇るブランドいちご。
手間と愛情をたっぷり注ぐ糸島の生産
者が手掛ける「あまおう」は品質が良く、
全国的にも高い人気を誇っています。

あまおう

糸島の二丈地区で、日向夏（ひゅうがな
つ）と甘夏柑（あまなつかん）の自然交配
によって生まれたことから「奇跡のミカ
ン」とも。鮮やかな黄色の果皮で、香りは
爽やか。食べれば驚くほどの甘さです。

はるか

寒い時期になると各漁港にカキ小屋
が立ち並ぶ光景は糸島の冬の風物詩。
対馬暖流と脊振山系の恩恵を受け豊
潤な海で育ったカキは、うま味が濃く、
食感はぷりぷり。厳しい検査基準を設
けているので安心して味わえます。

糸島カキ

©NHK

つぼみ な

ほん ざわら
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し　ま　　　し　き

　北
に
は
玄
界
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脊
振
山
系
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山
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流
れ
る
清
ら
か
な
水
は

大
地
を
潤
し
、糸
島
平
野
と
呼
ば
れ
る
田
園

地
帯
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
豊
か

な
自
然
に
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
技
術
や
情

熱
が
加
わ
る
こ
と
で
、全
国
に
誇
る
糸
島
の

「
食
」が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

“

自
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で
導
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れ
る
こ
の
お
い
し
い
方
程
式
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昔
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存
在
し
て
い
ま
し
た
。縄
文
時
代

の
貝
塚
か
ら
は
ハ
マ
グ
リ
や
サ
ザ
エ
、タ
イ
な
ど

の
痕
跡
が
見
ら
れ
、伊
都
国
の
王
墓
で
あ
る
遺

跡
か
ら
は
暦
を
中
心
に
米
作
り
を
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。そ
う
、古
代
の
糸
島

人
た
ち
は
す
で
に
肥
沃
な
土
地
や
海
を
活
用

し
て
豊
か
な
食
文
化
を
築
い
て
い
た
の
で
す
。

今
に
続
く
糸
島
の「
食
」、唯
一
無
二
の「
糸
島

ブ
ラ
ン
ド
」を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

糸
島農

産
物

畜産物

連
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テ
レ
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説「
お
む
す
び
」の
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台
と
し
て

今
注
目
の
糸
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市
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市
の
利
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有
し
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然
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あ
ふ
れ
、

海
の
幸
、山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
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介
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所
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豊
富
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開
店
直
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狙
い
ま
し
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。

お
い
し
い
も
の
が

集
ま
る
場
所
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ジ
ビ
エ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、狩
猟
に
よ
り
食
料

と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
の
肉
の
こ
と
。鳥
獣

被
害
か
ら
里
山
を
守
る
た
め
福
岡
県
内
で
捕
獲
さ

れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
は
、「
ふ

く
お
か
ジ
ビ
エ
」と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。自

然
の
中
で
育
ち
、運
動
量
が
多
い
野
生
の
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
肉
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
、か
つ
、た
ん
ぱ
く
質

や
鉄
分
、ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
な
こ
と
が
特
長
。県

内
で
捕
獲
さ
れ
た
３
万
５
千
頭
超
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
の
う
ち
、ジ
ビ
エ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
は
捕

獲
後
速
や
か
に
獣
肉
処
理
加
工
施
設
へ
搬
入
さ
れ

ま
す
。そ
の
後
、徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
も
と
で
食

肉
と
し
て
加
工
さ
れ
、飲
食
店
へ
出
荷
さ
れ
る
ほ

か
、ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」は
地
産
地
消
の
お

い
し
い
食
材
と
し
て
注
目
さ
れ
、多
く
の
飲
食
店
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
酒
菜
屋 

あ
り 

か
ど 

て
い

有
門
亭
」で
は
、”心
と
体
を
健
や
か
に

す
る
料
理
“
の
一
つ
と
し
て
早
く
か
ら「
ふ
く
お
か

ジ
ビ
エ
」の
料
理
を
メ
ニュ
ー
に
加
え
て
い
ま
す
。ぬ
か

で
熟
成
さ
せ
た「
猪
の
日
本
代
表
ハ
ム
」は
、発
酵
を

う
ま
く
取
り
入
れ
た
ア
イ
デ
ア
料
理
。ま
た
、３
時

間
か
け
て
低
温
調
理
で
作
っ
た「
鹿
の
ロ
ー
ス
ト
」は

鮮
や
か
な
赤
身
の
美
し
さ
に
加
え
て
、肉
質
は
柔

ら
か
く
う
ま
味
も
た
っ
ぷ
り
。「
ジ
ビ
エ
と
い
っ
て
も

実
は
日
本
で
は
古
く
か
ら『

し
し宍

肉
料
理
』と
し
て
賞

味
さ
れ
て
き
た
食
文
化
の
一
つ
で
す
。古
く
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
加
工
技
術
や
調
理
法
も
お
い
し

さ
の
秘
訣
で
す
」と
、店
主
・
有
門
准
一
さ
ん
。安
心

の
素
材
を
丁
寧
に
調
理
す
る
こ
と
で
、絶
品
メ

ニュ
ー
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」を
使
っ
た
料
理
を
常

設
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
飲
食
店
を「
ふ
く
お

か
ジ
ビ
エ
の
店
」と
認
定
。「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」の
認

知
度
を
高
め
、消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、今
回
も
県

内
37
の
認
定
店
と
協
力
し
、２
０
２
４（
令
和
６
）年

１０
月
４
日（
金
）か
ら
２
０
２
５（
令
和
７
）年
２
月
28

日（
金
）ま
で「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」の
魅
力
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

1.中央から時計回りに「鹿のロースト」（1760円）、
「猪の日本代表ハム」（1540円）、「猪のチャー
シュー」（1760円）。ジビエは徹底した低温調理が基
本。じっくり火入れすることで柔らかい肉質になるの
だそう。ソースに福岡県醤油（しょうゆ）醸造協同組
合が作った「鹿醤油」を使用するのもユニークだ
2.「イノシシは、成熟した大きい個体の方が肉の赤み
が強く、うま味が増します」と語る店主・有門さん
3.場所は飯塚市役所近く。居酒屋スタイルで気
軽にジビエ料理を楽しめる「有門亭」
4.お店の前で長男の知成（ともなり）さんと一緒に

1

2

お
い
し
い
誇
り
を
食
卓
に
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ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ

ヘ
ル
シ
ー
で
豊
か
な
味
わ
い
が

魅
力
の「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」

地
産
地
消
で
味
わ
う
大
自
然
の
恵
み

□所 飯塚市新飯塚15-24
☎ 0948-24-7888
17:30～24:00
□休 日曜

酒菜屋 有門亭

3

4

あ
り 

か
ど 

じ
ゅ
ん 

い
ち

特設ページ インスタグラム

2024年10月4日（金）
～2025年2月28日（金）

ふくおかジビエフェア2024

期　間

「ふくおかジビエの店」認定店37店舗開催店舗

認定店で「ふくおかジビエ」を
使用した料理を提供内　容

お酒とのペアリングやジビエを使ったオリジナルパンなど、
「ふくおかジビエ」の新たな楽しみ方にも出会えます！

特設ページ・インスタグラムをcheck！ ▶

ジ
ビ
エ
の
新
た
な
魅
力
と
出
逢
う

「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
」開
催
中
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ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ

ヘ
ル
シ
ー
で
豊
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な
味
わ
い
が

魅
力
の「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」

地
産
地
消
で
味
わ
う
大
自
然
の
恵
み
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じ
ゅ
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い
ち
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特設ページ・インスタグラムをcheck！ ▶

ジ
ビ
エ
の
新
た
な
魅
力
と
出
逢
う

「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
」開
催
中
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大学時代のゼミがきっかけでまちづくり

に興味を持ったという加藤さん。横浜市

でのグラフィックデザイナーとしての仕

事は楽しかったものの、「まちづくりに

関わりたい」という思いが消えず、地域

おこし協力隊に応募。現在は町の南部

に位置する寒田地区を紹介するリーフ

レットを作成するなど、デザインの技術

を生かして、地区の魅力を発信する活

動をしています。「寒田地区の皆さんは

地元愛にあふれており、地域を盛り上

げるためにいくつになっても挑戦を続け

ています」と加藤さん。そんな姿に魅了

され、協力隊の任期が終了する12月以降
も築上町に定住することを決めました。

現在は町内にデザイナー事務所を設立

し、自宅兼事務所にするために自宅を

DIY中。ゆくゆくは寒田地区のおいしい
野菜を使った料理や、出身の愛知県の

文化であるモーニングを楽しめるカフェ

も併設する予定です。「これからもまちづ

くりに関わっていきたい。カフェは地元の

人や移住してきた人が集まれる場所にな

れば」と加藤さんは笑顔で語ります。

今回の移住先

築上町

       S M I L E

移住支援金

空き家・空き地バンク事業 補助金

福岡県外から築上町に移住し、就業、テレ
ワーク、起業などの各種要件を満たす人に移
住支援金を支給します。

空き家・空き地バンク制度を活用して購入した
家屋の改修・建て替え・新築に係る費用や、契約
における仲介手数料の助成などを行います。
※いずれも対象となる人には条件があります

築上町 移住・定住サイト
検 索築上町 移住

築上町の移住支援制度

1

Vol.18

福岡県
移住・定住
ポータルサイト

3
2

　「ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
築
上
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
参
加
。そ
れ
ま

で
九
州
に
は
縁
が
な
く
、福
岡
県

を
訪
れ
た
経
験
は
ゼ
ロ
。協
力
隊

の
仕
事
を
通
し
て
今
で
は
す
っ
か

り
町
に
な
じ
み
、任
期
終
了
後
も

定
住
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

私の人生を大きく変えた
さわ  だ

寒田地区との出会い

DIYで自宅を事務所とカフェに！
みんなの居場所を目指して

【移住者】

神奈川県横浜市→築上町
（移住歴 2 年）

加藤 詩乃さん（写真：中央） 
か  とう   し    の

詳しくはこちら！

1.加藤さんの活動拠点である寒田地区の「牧の原（まきの
はる）キャンプ場」にて、キャンプ場に併設されている直売
所「まこちの里」を運営する大塚 久美子（おおつか くみこ）
さん（左）・吉川 綾（よしかわ あや）さん（右）姉妹と
2.地域おこし協力隊の一員として、築上町役場まちづく
り振興課に所属
3.加藤さんが制作したリーフレット「愛しの寒田暮らし」

15 14
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海外からやって来た隣人たちにきく
「わが愛しの福岡」

Vol .3 サンティアゴ・エレーラ
（福岡市）

楽
し
い
こ
と
悲
し
い
こ
と

旅
の
途
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

自
分
の
価
値
観
を
柔
ら
か
く
す
る

反
発
す
る
ん
じ
ゃ
な
く

い
っ
た
ん
受
け
入
れ
て
み
る
と

全
て
の
国
に

面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る

Mi querida Fukuoka

世
界
40
カ
国
を
旅
し
て

嫌
い
に
な
っ
た
国
は

一
つ
も
な
い

能古島にある、ヤシの木に囲まれたビーチ。博多湾を一
望できる景色の中、気軽にBBQが楽しめ、年中宿泊でき
るバンガローが25棟ある（要予約）。毎年夏はNPO法人
ティエンポ・イベロアメリカーノが主催する音楽フェスティ
バル「Isla de Salsa（イスラ・デ・サルサ）」の会場になる。

能古島キャンプ村
の このしま

17 16
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©NPO Tiempo Iberoamericano

サンティアゴ・エレーラ Santiago Herrera

フルバージョンのインタビューはこちら

（英語表記あり English notation available）

アメリカのシアトル生まれ。
幼少期にフランスに移り、その後は両親の故郷である
アルゼンチンで20代前半まで暮らす。
世界を旅する途中、福岡市で囲碁に出会ったことで再訪。
現在は福岡市中央区で語学、音楽、
ダンス、アートなどの講座とイベント活動を通した
文化交流の場「NPO法人ティエンポ・イベロアメリカーノ」を運営。

能
古
島
の
浜
辺
で
夕
日
を
見
な
が
ら

そ
こ
に
心
地
よ
い
音
楽
が
あ
れ
ば

人
々
が
自
然
に
集
ま
る

こ
こ
は
音
楽
フ
ェ
ス
に
最
高
の
場
所
だ
！

25
年
続
く
「
イ
ス
ラ
・
デ
・
サ
ル
サ
」は

そ
ん
な
思
い
つ
き
か
ら
生
ま
れ
た

福
岡
は

海
も
山
も
あ
る

い
い
と
こ
ろ

ル
ー
ト
を
決
め
ず
に
山
に
入
る

時
々
道
に
迷
う
け
ど

そ
れ
も
面
白
い

世
界
を
旅
し
て
た
時
と
同
じ

新
し
い
道
を
見
つ
け
る
の
が

好
き
な
ん
で
す

能古島

福岡市姪浜（めいのはま）渡船場からフェリーでわずか10分の距離
にある人口700人余りのひょうたん型の島。自然豊かで、釣りや海
水浴、ハイキング、昆虫採集、散策などを楽しむことができる。

音
楽
や
ダ
ン
ス
を

通
せ
ば

一
瞬
で
お
互
い
の

心
が
通
い
合
う

NPO法人ティエンポ・
イベロアメリカーノ
公式サイトはこちら

国内外のバンドや
ダンサーが集結する
音楽＆ダンスフェス
「イスラ・デ・サルサ」

19 18
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や 

や
ま
だ
け

　桂
川
町
の
南
側
、弥
山
岳
の

麓
に
位
置
す
る「
ゆ
の
う
ら
体

験
の
杜
」。小
さ
な
田
ん
ぼ
と
池
に
囲
ま
れ
た

緑
豊
か
な
空
間
は
、四
季
折
々
の
自
然
や
満
天

の
星
空
を
楽
し
む
の
に
最
適
で
す
。こ
こ
で
は
、

各
種
研
修
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
利
用
も

で
き
、ベ
ッ
ド
や
調
理
室
、シ
ャ
ワ
ー
室
も
完
備

さ
れ
て
い
る
た
め
、宿
泊
も
可
能
で
す
。ま
た
、

屋
外
に
は
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
６
カ
所
併
設
。

区
画
の
広
さ
や
利
用
時
間
の
長
さ
が
人
気
で
、

休
日
は
も
ち
ろ
ん
、平
日
に
も
多
く
の
利
用
者

が
キ
ャ
ン
プ
や
B
B
Q
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

弥
山
岳
や
湯
の
浦
総
合
キ
ャ
ン
プ
場
と
と
も

に
、桂
川
町
の
魅
力
の
P
R
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

文
化
と
自
然
が

織
り
な
す
心
豊
か
な
ま
ち

問い合わせ
桂川町役場
嘉穂郡桂川町土居424-1　☎0948-65-1100
https://www.town.keisen.fukuoka.jp/

桂川町
KEISEN

きらめき　マイタウン

ゆのうら体験の杜内にある6つのキャンプサイト。四季
折々の草花や風の香り、夜には満天の星空など、自然
を満喫することができる。キャンプサイトのそばには清
潔な洗面台やトイレもあり、初心者も安心。

桂川町
HOT

TOPICS

桂川町セカンドスクール事業

体験活動や共同生活を通じて町の子どもたちの郷土愛
と生き抜く力を育むことを目的に、2018（平成30）年度
から中学1年生と小学5年生を対象に2泊3日のプロ
グラムを実施。学校では得られない体験を通じて、人と自
然の関わりを深く学ぶことができます。

「王塚古墳」コミュニケーション
ロゴマーク
王塚古墳に描かれた赤馬を、縁起の良い「左馬」にしたロ
ゴマーク。町ではこのロゴマークを産業活性化のコミュニ
ケーションツールとして活用し、町のブランド力向上を目指
しています。このロゴマークをデザインした猫の爪とぎが「ウ
マくいく 爪とぎ」。町内で生産されたダンボールを使用し耐
久性や安定性に優れた、ふるさと納税限定の商品です。

その他の桂川町の主な取り組み

自
然
と
触
れ
合
う

「
ゆ
の
う
ら
体
験

の
杜
」の
魅
力

ゆのうら体験の杜
キャンプサイト

もり

ウマくいく 爪とぎ

桂川町土師4670-1
☎0948-65-3663
【休館日】水曜、年末年始
【キャンプサイト利用時間】
１泊２日：午前９時～
　　　 翌日午後５時
日帰り：午前９時～午後５時
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合
キ
ャ
ン
プ
場
と
と
も

に
、桂
川
町
の
魅
力
の
P
R
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

文
化
と
自
然
が

織
り
な
す
心
豊
か
な
ま
ち

問い合わせ
桂川町役場
嘉穂郡桂川町土居424-1　☎0948-65-1100
https://www.town.keisen.fukuoka.jp/

桂川町
KEISEN

きらめき　マイタウン

ゆのうら体験の杜内にある6つのキャンプサイト。四季
折々の草花や風の香り、夜には満天の星空など、自然
を満喫することができる。キャンプサイトのそばには清
潔な洗面台やトイレもあり、初心者も安心。

桂川町
HOT

TOPICS

桂川町セカンドスクール事業

体験活動や共同生活を通じて町の子どもたちの郷土愛
と生き抜く力を育むことを目的に、2018（平成30）年度
から中学1年生と小学5年生を対象に2泊3日のプロ
グラムを実施。学校では得られない体験を通じて、人と自
然の関わりを深く学ぶことができます。

「王塚古墳」コミュニケーション
ロゴマーク
王塚古墳に描かれた赤馬を、縁起の良い「左馬」にしたロ
ゴマーク。町ではこのロゴマークを産業活性化のコミュニ
ケーションツールとして活用し、町のブランド力向上を目指
しています。このロゴマークをデザインした猫の爪とぎが「ウ
マくいく 爪とぎ」。町内で生産されたダンボールを使用し耐
久性や安定性に優れた、ふるさと納税限定の商品です。

その他の桂川町の主な取り組み

自
然
と
触
れ
合
う

「
ゆ
の
う
ら
体
験

の
杜
」の
魅
力

ゆのうら体験の杜
キャンプサイト

もり

ウマくいく 爪とぎ

桂川町土師4670-1
☎0948-65-3663
【休館日】水曜、年末年始
【キャンプサイト利用時間】
１泊２日：午前９時～
　　　 翌日午後５時
日帰り：午前９時～午後５時
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桂
川
町
の

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

おすすめスポットを
掲載しています

桂川町観光情報

福
岡
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、の
ど
か
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
桂
川
町
。

県
内
の
大
半
の
場
所
に
は
車
で
約
１
時
間
、

博
多
駅
に
は
電
車
で
約
30
分
と
ア
ク
セ
ス
も
良
好
。

国
指
定
特
別
史
跡「
王
塚
古
墳
」は
、古
く
か
ら
住
み
よ
い

地
域
と
し
て
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た

場
所
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

6世紀前半に造られた前方後円墳で最大の特徴
は石室の壁面に赤・黄・緑・黒・白・灰と装飾古墳
では最多の色で描かれた豪華絢爛（けんらん）な壁
画。1952（昭和27）年に装飾古墳として唯一、国
の特別史跡に指定。毎年4月と10月には、壁画を
公開しており、国内外から多くのファンが訪れる。ま
た、隣接する王塚装飾古墳館では、発見当時の石
室の再現したものや、出土品のレプリカ展示などを
行っている。

王塚古墳
2

きらめき　マイタウン

スポット
案内
MAP

ハザード（障害物）となるバンカー（砂地）や築山（つきや
ま）、樹木などがゴルフコースのように配置され、ショートコー
スとロングコースが組み合わされた全32ホールの本格的な
コースが整備されている。健康維持や仲間づくりを楽しみな
がらプレーできる、幅広い年齢層に人気のスポット。

グラウンド・ゴルフ場
5

桂川町で最も高い標高377mの弥山岳は、3、4時間程度の登山をするのに人気の山。
登山道は地元ボランティアにより整備され、山野草や花が四季折々に楽しめる。
山頂から5分ほどのところにある展望所からは桂川町全体を一望することができる。

弥山岳
3

4

1

桂川駅は開業80周年を迎えた2021（令和3）年に駅舎をリニュー
アル。町と都心部をつなぐ重要な玄関口として、人々の暮らしを支え
続けている。王塚古墳の三角文様をあしらった壁が特徴。

JR桂川駅

桂川駅

泉
河
内
川

穂
波
川

王塚古墳

弥山岳

土師窯

桂川町役場

グラウンド・ゴルフ場

444

444

66

90

J
R
福
北
ゆ
た
か
線

N

2001

2

4

5

3

王塚古墳から「土師器」が発見されたことから、
古代に埴輪（はにわ）や土器を作り、葬儀を
担った職人「土師部（はじべ）」が桂川町に居
住していたとされている。土師窯で作られる、日
本固有の技法を用いた茶陶器や日常使いの
食器は、ふるさと納税の返礼品にもなっている。

土師窯
は　　  じ

王塚古墳石室レプリカ
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知
事
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
出
向
き
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
う「
知
事
と
い
き
い
き
ト
ー
ク
」。

今
回
の
舞
台
は
、大
牟
田
市
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
と
、

”夢
を
持
っ
て
働
く
ま
ち
づ
く
り
“に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

若
者
が
夢
を
持
っ
て
働
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
牟
田
市

視察先
大牟田市のいきいきスポット 平

田
　
新
た
な
祭
り
を
創
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

一
日
に
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
行
う「
ま
ち
、い
こ
！

G
yan

フ
ェ
ス
」を
昨
年
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。非
常
に

評
判
が
良
く
、今
年
も
11
月
に
開
催
予
定
で
す
。ま
た
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
、県・市
と
連
携
し
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
の
流
れ

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
って
い
ま
す
。

知
事
　
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た「
ま
ち
、

い
こ
！
」、そ
の
開
催
ま
で
の
ご
努
力
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。ま
た
、少
子
化
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

県
も
出
会
い
応
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

田
中
　「
大
牟
田
わ
か
も
の
会
議
」は
、大
牟
田
市
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
若
者
が
集
い
、語
ら
い
、学
び
、

そ
し
て
つ
な
が
り
や
活
動
を
生
み
だ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、大
牟
田
市
の
情
報
発
信
、

空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、日
々
自
分
自
身
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
も
増
え
て
い
く
中
で
、大

牟
田
市
が
よ
り
好
き
に
な
り
、将
来
、大
牟
田
市
の
た

め
に
働
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
集
院
　
わ
か
も
の
会
議
で
企
画
し
た
高
校
の
垣
根

を
越
え
た
合
同
文
化
祭「
リ
リ
フ
ェ
ス
」は
、イ
ベ
ン
ト

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
依

頼
、当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
と
大
変
で
し
た
が
、た
く

さ
ん
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、無
事
開
催
で
き

ま
し
た
。こ
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、大
牟
田

市
は
年
齢
や
経
験
に
関
係
な
く
、チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
。今
後
も
仲
間
を
増
や
し
て
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

知
事
　
お
二
人
の
地
元
へ
の
愛
と
プ
ラ
イ
ド
に
溢
れ
た

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
分
た
ち
で
考

え
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
力
も
素
晴
ら
し
い
。市
民
の

皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
点
も
非

常
に
感
心
し
ま
し
た
。

山
田
　
日
本
茶
専
門
店
と
し
て
、急
須
を
持
た
な
い

若
い
世
代
に
ど
う
す
れ
ば
日
本
茶
を
普
及
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
ま
す
。県
の
支
援
の
下
、オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
開
発
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。ポ
ッ
プ
な
デ
ザ

イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
、急
須
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
、ひ

も
付
き
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。ま
た
、お
お

む
た
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
に
加
わ
り
、商
店
街
の

活
性
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

知
事
　
日
本
の
雇

用
の
８
割
は
中
小

企
業
で
す
か
ら
、

県
と
し
て
も
皆
さ

ん
の
新
し
い
挑
戦

を
後
押
し
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
ゼ
ミ
」に
も
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
と
の
こ
と
。昔
な
が
ら
の
良
さ
も
大
事
に
し

つ
つ
、新
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
パ
ワ
ー
を
持
ち

続
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
宮
　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
と
シ
ス
テ
ム
開
発
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最
近
で
は
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

市
の
課
題
解
決
策
を
、学
生
か
ら
市
長
に
提
案
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、地
域
活
性
化
に
向
け
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
、

市
内
で
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
地
域
ポ
イ
ン
ト
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

知
事
　
地
域
の
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
解
決
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。地
域
の
振
興
を
考
え
る
と
、

県
や
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
て
、文
化
、経
済
、教
育
な

ど
を
一
緒
に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

城
戸
　
大
学
で
は
情
報
学
科
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、

60
年
農
業
を
営
ん
で
き
た
祖
父
と
話
す
中
で
跡
を
継

ご
う
と
決
意
し
て
就
農
し
、今
年
で
13
年
に
な
り
ま

す
。農
業
は
汗
だ
く・泥
だ
ら
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、最
近
は
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
り
、ず
い
ぶ
ん
作
業
が
楽
に
な
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、若
い
担
い
手
が
少
な
い
こ
と
は
課
題
で
す
。

知
事
　
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
県
の
農
業
を
引
っ

張
っ
て
い
た
だ
き
、感
謝
い
た
し
ま
す
。今
後
、県
で
は
園

芸
農
業
に
特
化
し
た
研
究
施
設
を
整
備
し
、先
端
技
術

の
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。そ
こ
で
開
発
し
た
技

術
に
つい
て
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

竹
本
　
建
築
関
係
の
仕
事
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
転
職
し
ま
し
た
が
、外
と
の
つ
な
が
り
が
弱
い
と

感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
、大
牟
田
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
協
議
会
に
入
り
、事
業
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、現
在
は
地
域
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニア
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

V
R
を
活
用
し
た
利
用
者
と
の
交
流
も
行
ってい
ま
す
。

知
事
　
地
域
と
の
接
点
を
つ
く
る
の
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｖ

Ｒ
な
ど
の
技
術
は
有
効
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
高
齢
社
会

が
さ
ら
に
進
む
と
、ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
技
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
本
日
は
、改
め
て
大
牟
田
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
認

識
い
た
し
ま
し
た
。最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
”人
“
で

す
ね
。未
来
を
切
り
開
き
、担
っ
て
い
く
の
は
皆
さ
ん

で
す
。我
々
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
牟
田
市
を
は
じ
め

と
す
る
県
南
地
域
の
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
強
み
を
生
か
し
て

新
し
い
挑
戦
を
続
け
る

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
挑
む

□所 大牟田市宝坂町２-９２　☎ 0944-53-6003

延命公園内に2024（令和６）年4月に
オープンした総合体育館。市民のスポー
ツ・レクリエーション活動と健康増進の拠
点として、アリーナ、多目的ホール、柔道
場、剣道場、卓球室、トレーニングルーム、
キッズルーム、9つの会議室を備える。

□所 大牟田市有明町１-１-２２　☎ 0944-32-9767

旧大牟田商工会館を再生し
2022（令和４）年10月にオープ
ン。貸しオフィスにはIT関連企
業などが進出しているほか、コ
ワーキングスペース、イベントス
ペース、会議室などを備える。

2024（令和６）年１月「大牟田市子ども・
子育て応援条例」を施行。学童保育の
待機児童解消など子育て世帯に魅力
的なまちの実現に取り組む。2024（令
和６）年5月に新設された本施設は、木
の温もりのある２階建ての建物。

□所 大牟田市天領町１-１４５-１　☎ 0944-52-8677

天領学童保育所
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TOPPANデジタル株式会社

伊集院 朱里さん（③）
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知
事
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
出
向
き
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
う「
知
事
と
い
き
い
き
ト
ー
ク
」。

今
回
の
舞
台
は
、大
牟
田
市
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
と
、

”夢
を
持
っ
て
働
く
ま
ち
づ
く
り
“に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

若
者
が
夢
を
持
っ
て
働
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
牟
田
市

視察先
大牟田市のいきいきスポット 平

田
　
新
た
な
祭
り
を
創
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

一
日
に
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
行
う「
ま
ち
、い
こ
！

G
yan

フ
ェ
ス
」を
昨
年
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。非
常
に

評
判
が
良
く
、今
年
も
11
月
に
開
催
予
定
で
す
。ま
た
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
、県・市
と
連
携
し
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
の
流
れ

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
って
い
ま
す
。

知
事
　
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た「
ま
ち
、

い
こ
！
」、そ
の
開
催
ま
で
の
ご
努
力
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。ま
た
、少
子
化
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

県
も
出
会
い
応
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

田
中
　「
大
牟
田
わ
か
も
の
会
議
」は
、大
牟
田
市
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
若
者
が
集
い
、語
ら
い
、学
び
、

そ
し
て
つ
な
が
り
や
活
動
を
生
み
だ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、大
牟
田
市
の
情
報
発
信
、

空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、日
々
自
分
自
身
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
も
増
え
て
い
く
中
で
、大

牟
田
市
が
よ
り
好
き
に
な
り
、将
来
、大
牟
田
市
の
た

め
に
働
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
集
院
　
わ
か
も
の
会
議
で
企
画
し
た
高
校
の
垣
根

を
越
え
た
合
同
文
化
祭「
リ
リ
フ
ェ
ス
」は
、イ
ベ
ン
ト

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
依

頼
、当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
と
大
変
で
し
た
が
、た
く

さ
ん
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、無
事
開
催
で
き

ま
し
た
。こ
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、大
牟
田

市
は
年
齢
や
経
験
に
関
係
な
く
、チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
。今
後
も
仲
間
を
増
や
し
て
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

知
事
　
お
二
人
の
地
元
へ
の
愛
と
プ
ラ
イ
ド
に
溢
れ
た

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
分
た
ち
で
考

え
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
力
も
素
晴
ら
し
い
。市
民
の

皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
点
も
非

常
に
感
心
し
ま
し
た
。

山
田
　
日
本
茶
専
門
店
と
し
て
、急
須
を
持
た
な
い

若
い
世
代
に
ど
う
す
れ
ば
日
本
茶
を
普
及
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
ま
す
。県
の
支
援
の
下
、オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
開
発
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。ポ
ッ
プ
な
デ
ザ

イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
、急
須
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
、ひ

も
付
き
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。ま
た
、お
お

む
た
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
に
加
わ
り
、商
店
街
の

活
性
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

知
事
　
日
本
の
雇

用
の
８
割
は
中
小

企
業
で
す
か
ら
、

県
と
し
て
も
皆
さ

ん
の
新
し
い
挑
戦

を
後
押
し
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
ゼ
ミ
」に
も
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
と
の
こ
と
。昔
な
が
ら
の
良
さ
も
大
事
に
し

つ
つ
、新
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
パ
ワ
ー
を
持
ち

続
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
宮
　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
と
シ
ス
テ
ム
開
発
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最
近
で
は
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

市
の
課
題
解
決
策
を
、学
生
か
ら
市
長
に
提
案
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、地
域
活
性
化
に
向
け
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
、

市
内
で
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
地
域
ポ
イ
ン
ト
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

知
事
　
地
域
の
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
解
決
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。地
域
の
振
興
を
考
え
る
と
、

県
や
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
て
、文
化
、経
済
、教
育
な

ど
を
一
緒
に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

城
戸
　
大
学
で
は
情
報
学
科
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、

60
年
農
業
を
営
ん
で
き
た
祖
父
と
話
す
中
で
跡
を
継

ご
う
と
決
意
し
て
就
農
し
、今
年
で
13
年
に
な
り
ま

す
。農
業
は
汗
だ
く・泥
だ
ら
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、最
近
は
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
り
、ず
い
ぶ
ん
作
業
が
楽
に
な
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、若
い
担
い
手
が
少
な
い
こ
と
は
課
題
で
す
。

知
事
　
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
県
の
農
業
を
引
っ

張
っ
て
い
た
だ
き
、感
謝
い
た
し
ま
す
。今
後
、県
で
は
園

芸
農
業
に
特
化
し
た
研
究
施
設
を
整
備
し
、先
端
技
術

の
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。そ
こ
で
開
発
し
た
技

術
に
つい
て
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

竹
本
　
建
築
関
係
の
仕
事
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
転
職
し
ま
し
た
が
、外
と
の
つ
な
が
り
が
弱
い
と

感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
、大
牟
田
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
協
議
会
に
入
り
、事
業
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、現
在
は
地
域
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニア
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

V
R
を
活
用
し
た
利
用
者
と
の
交
流
も
行
ってい
ま
す
。

知
事
　
地
域
と
の
接
点
を
つ
く
る
の
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｖ

Ｒ
な
ど
の
技
術
は
有
効
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
高
齢
社
会

が
さ
ら
に
進
む
と
、ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
技
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
本
日
は
、改
め
て
大
牟
田
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
認

識
い
た
し
ま
し
た
。最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
”人
“
で

す
ね
。未
来
を
切
り
開
き
、担
っ
て
い
く
の
は
皆
さ
ん

で
す
。我
々
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
牟
田
市
を
は
じ
め

と
す
る
県
南
地
域
の
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
強
み
を
生
か
し
て

新
し
い
挑
戦
を
続
け
る

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
挑
む

□所 大牟田市宝坂町２-９２　☎ 0944-53-6003

延命公園内に2024（令和６）年4月に
オープンした総合体育館。市民のスポー
ツ・レクリエーション活動と健康増進の拠
点として、アリーナ、多目的ホール、柔道
場、剣道場、卓球室、トレーニングルーム、
キッズルーム、9つの会議室を備える。

□所 大牟田市有明町１-１-２２　☎ 0944-32-9767

旧大牟田商工会館を再生し
2022（令和４）年10月にオープ
ン。貸しオフィスにはIT関連企
業などが進出しているほか、コ
ワーキングスペース、イベントス
ペース、会議室などを備える。

2024（令和６）年１月「大牟田市子ども・
子育て応援条例」を施行。学童保育の
待機児童解消など子育て世帯に魅力
的なまちの実現に取り組む。2024（令
和６）年5月に新設された本施設は、木
の温もりのある２階建ての建物。

□所 大牟田市天領町１-１４５-１　☎ 0944-52-8677

天領学童保育所
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知
事
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
出
向
き
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
う「
知
事
と
い
き
い
き
ト
ー
ク
」。今
回
は
、さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
文
化
遺
産
を

も
つ
嘉
麻
市
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

豊
富
な
歴
史

文
化
遺
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
挑
む
嘉
麻
市

視察先
嘉麻市のいきいきスポット

辻
　「
山
野
の
楽
」は
、毎
年
秋
分
の
日
に
氏
子
安
全
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
山
野
若
八
幡
神
社
で
奉
納
さ

れ
る
水
神
祭
で
、7
8
0
年
続
く
、県
指
定
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。筑
豊
地
区
唯
一
の

が
く 

う
ち

楽
打
で
あ
り
、と

て
も
古
い
形
の
踊
り
が
残
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。我

々
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
10
〜
80
代
ま
で
年
齢
層
が
幅

広
く
、み
ん
な
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
活
気

が
あ
り
ま
す
。

知
事
　
少
子
化
が
進
む
中
、伝
統
行
事
を
継
承
し
て
い

く
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
も
多
く
参

加
し
、和
気
あ
い
あ
い
と
や
ら
れ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
祭
り
を
楽
し
ん
で
、次

の
世
代
に
つ
な
い
で
いっ
て
く
れ
る
と
いい
で
す
ね
。

桒
野
　
射
手
引
神
社
は
伝
統
行
事
だ
け
で
な
く
、面

や
衣
装
、音
楽
な
ど
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
、手
作
り
で
行

う「
い
や 

さ
か

弥
栄
神
楽
」、昔
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
す
る
た
め

商
店
街
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
行
う「
山
田
ブ
ギ
ウ

ギ
ま
つ
り
」な
ど
新
し
い
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。神
社

を
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
、周
辺
一
帯
を
に
ぎ
や
か

な
ま
ち
に
で
き
る
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

知
事
　
神
社
の

ね
　
ぎ
禰
宜
を
務
め
な
が
ら
、地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
の
中
心
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。商
店
街
の
振
興
と
い
う
の
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま

す
が
、地
域
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

大
里
　
当
社
は
1
8
3
5
年
か
ら
続
く
造
り
酒
屋
で

す
が
、当
初
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、大
学
卒
業
後
に
家
業
を
手
伝
う
中
で
、

常
連
の
皆
さ
ん
の
愛
の
あ
る
お
言
葉
を
聞
く
う
ち
に
、

こ
の
酒
蔵
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
若
い
人
に
も
っ

と
日
本
酒
を
飲
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
で
、ラ
ベ
ル

を
見
た
だ
け
で
日

本
酒
の
味
わ
い
が

分
か
る「
言
魂
シ
リ
ー
ズ
」や
、日
本
酒
ベ
ー
ス
の
カ

カ
オ
リ
キ
ュ
ー
ル
の
開
発
な
ど
、新
し
い
商
品
造
り
に

挑
ん
で
い
ま
す
。本
日
試
飲
い
た
だ
い
た
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
日
本
酒
は
、昨
年
度
、県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

開
発
を
し
ま
し
た
。

知
事
　
大
里
酒
造
さ
ん
に
は
酒
ど
こ
ろ
福
岡
の
P
R

イ
ベ
ン
ト「& SAKE FU

KU
O
KA

」に
も
ご
出
店
い
た

だ
き
、本
日
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
日
本
酒
を
は
じ
め
、大

変
お
い
し
い
お
酒
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。県
で

は
、新
事
業
や
第
二
創
業
に
挑
戦
す
る
若
手
後
継
者

な
ど
を「
ア
ト
ツ
ギ・サ
ッ
シ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
」と
名
付
け
、

支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご

活
用
い
た
だ
き
、新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
嘉
麻
市
は
、自
然
や
歴
史
な
ど
観
光
資
源
が

豊
富
で
す
。そ
れ
ら
を
活
用
し
た
企
画
、コ
ン
テ
ン
ツ

作
り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
観
光
情
報
を
発
信
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
て

い
る
嘉
麻
市
な
ら
で
は
の
ツ
ア
ー
も
造
成
し
て
お
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
言
葉
で
心
地
よ
い
空
間
や
時
間
を
意
味

す
る
”ヒ
ュッ
ゲ
“
体
験
は「
よ
か
バ
ス
」で
も
ご
好
評

を
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

知
事
　
今
回
の
訪
問
で
改
め
て
嘉
麻
の
奥
深
さ
を

体
感
し
て
い
ま
す
。嘉
麻
市
に
は
素
晴
ら
し
い
風
景

だ
け
で
は
な
く
、織
田
廣
喜
美
術
館
や
史
跡
、酒
蔵

な
ど
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
、見
学
や
体
験
と
い
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
ツ
ア
ー
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。二
次
交

通
の
問
題
を
解
消
す
る
バ
ス
は
大
き
な
存
在
で
す
。周

遊
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、地
元
に
利
益
が
還
元
さ
れ
る
よ

う
な
商
品
づ
く
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
岡
　
嘉
麻
市
は
遠
賀
川
の
源
流
の
地
で
す
。保
存

会
で
は
植
樹
、下
草
狩
り
な
ど
の
森
林
整
備
や
、鮭
の

稚
魚
の
放
流
な
ど
の
河
川
環
境
保
護
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。近
年
、朝
倉
高
校
史
学
部
の
調
査
に

よ
り
、遠
賀
川
源
流
に
架
か
る
非
常
に
珍
し
い
リ
ブ

ア
ー
チ
式
の
石
橋（
桑
野
の
梯
橋
）が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
保

存
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。周
辺
に
は

石
造
り
の
火
の
見
や
ぐ
ら
も
あ
る
の
で
、今
後
、当
時
の

石
造
文
化
を
調
査
し
て
、観
光
に
も
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事
　
森
を
守
る
こ
と
が
川
や
海
を
守
り
、漁
業
資

源
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。本
当
に
あ

り
が
た
い
取
り
組
み
で
す
。高
校
生
が
石
橋
を
発
見
し

た
の
は
本
当
に
す
ご
い
。リ
ブ
ア
ー
チ
式
の
石
橋
は
技

術
的
に
難
し
そ
う
で
す
が
、地
域
に
技
術
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。石
造
の
文
化
を
調

べ
て
い
く
と
面
白
い
も
の
が
出
て
き
そ
う
で
す
ね
。

　
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
、改
め
て
嘉
麻
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
い
た
し

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
柔
軟
な
発
想
で

新
た
な
試
み
に
挑
む

森
を
守
る
こ
と
が

遠
賀
川
流
域
の
自
然
や
歴
史
を
守
る

□所 嘉麻市大隈町３４６　☎ 0948-57-0005

遠賀川の源流である馬見山の麓に位置する、１８３４（天保5）
年創業の酒蔵。梅ジュースや奈良漬けなどを製造。2024（令
和６）年７月、酒蔵の歴史や明治から昭和にかけての酒造りの
様子を知ることができる、梅ケ谷北洋記念館をオープン。

□所 嘉麻市上臼井７６７　☎ 0948-62-5173

郷土の出身で、日本洋画界で活躍した織田廣喜の作品を常
設展示する美術館及び市の歴史を紹介した郷土館。
豊臣秀吉から賜ったとされる陣羽織など、戦国時代の貴重な
資料が保存されている。

梅ヶ谷酒造
うめ　が　たに

織田廣喜美術館、碓井郷土館
お　 だ　 ひろ　き
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統
行
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新
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に
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創
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ら
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※1 楽打…五穀豊穣、雨乞いを祈願して舞う太鼓踊り
※2 桑野の梯橋（くわののかけはしばし）…渡る方向に向けて縦に石を組む、

全国的にも希少な工法で作られた石橋。2023（令和5）年に市の有形
文化財に指定された。
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史
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取
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史
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踊
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齢
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の
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造
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て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事
　
森
を
守
る
こ
と
が
川
や
海
を
守
り
、漁
業
資

源
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。本
当
に
あ

り
が
た
い
取
り
組
み
で
す
。高
校
生
が
石
橋
を
発
見
し

た
の
は
本
当
に
す
ご
い
。リ
ブ
ア
ー
チ
式
の
石
橋
は
技

術
的
に
難
し
そ
う
で
す
が
、地
域
に
技
術
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。石
造
の
文
化
を
調

べ
て
い
く
と
面
白
い
も
の
が
出
て
き
そ
う
で
す
ね
。

　
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
、改
め
て
嘉
麻
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
い
た
し

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
柔
軟
な
発
想
で

新
た
な
試
み
に
挑
む

森
を
守
る
こ
と
が

遠
賀
川
流
域
の
自
然
や
歴
史
を
守
る

□所 嘉麻市大隈町３４６　☎ 0948-57-0005

遠賀川の源流である馬見山の麓に位置する、１８３４（天保5）
年創業の酒蔵。梅ジュースや奈良漬けなどを製造。2024（令
和６）年７月、酒蔵の歴史や明治から昭和にかけての酒造りの
様子を知ることができる、梅ケ谷北洋記念館をオープン。

□所 嘉麻市上臼井７６７　☎ 0948-62-5173

郷土の出身で、日本洋画界で活躍した織田廣喜の作品を常
設展示する美術館及び市の歴史を紹介した郷土館。
豊臣秀吉から賜ったとされる陣羽織など、戦国時代の貴重な
資料が保存されている。

梅ヶ谷酒造
うめ　が　たに

織田廣喜美術館、碓井郷土館
お　 だ　 ひろ　き

伝
統
行
事
を
つ
な
ぎ
な
が
ら

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出

か
ぐ  

ら

※
1

※
2

お
　
だ   

ひ
ろ  

き

い   

で
　
び
き

こ
と 

だ
ま
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※1 楽打…五穀豊穣、雨乞いを祈願して舞う太鼓踊り
※2 桑野の梯橋（くわののかけはしばし）…渡る方向に向けて縦に石を組む、

全国的にも希少な工法で作られた石橋。2023（令和5）年に市の有形
文化財に指定された。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

知
事
と

ト
ー
ク

い
き
い
き

2024年
11月1日
嘉麻市

嘉麻市で
活躍する皆さん

松岡 朝生さん（⑤）

まつ おか   あさ　お

NPO法人遠賀川流域
住民の会 副理事長

大里 岳さん（③）

おお  さと　たける

大里酒造株式会社 専務

中村 瑠梨さん（④）

なか  むら    る     り

一般社団法人嘉麻市
観光まちづくり協会 副会長

桒野 隆夫さん（②）

くわ  の  　たか　お

射手引神社 禰宜

辻　諒太さん（①）

つじ　　　りょう  た

山野の楽保存会

木本寛昭 嘉麻市教育長（⑥）
江頭祥一 県議会議員（⑦）
服部誠太郎 県知事（⑧）
赤間幸弘 嘉麻市長（⑨）
山田卓嗣 嘉麻市副市長（　）10
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調
査
特
別
委
員
会

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）

空
港
・
交
通
イ
ン
フ
ラ
調
査
特
別
委
員
会　小

緑

　貴
吏

　笠

　
　和
彦

　室
屋

　美
香

　井
上

　正
文

　長

　
　裕
海

　松
尾

　統
章

◎
井
上

　博
行

○
豊
福
る
み
子

　佐
々
木

　徹

　中
嶋

　玲
子

　壹
岐

　和
郎

　椛
島

　德
博

　永
島

　弘
通

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

調
査
特
別
委
員
会
は
、特
定
の
案
件
を
調
査
す
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

本
県
議
会
で
は
、現
在
６
つ
の
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
次
の
２
つ
の
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

【
委
員
会
の
開
催
状
況
】

　
７
月
24
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「
佐
賀
空
港
・
熊
本
空
港
の
概
要
等
に
つ

い
て
」、「
東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
」、

「
平
成
筑
豊
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
視
察
・
調
査
の
状
況
】

　
７
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
、Ｊ
Ｒ
九

州
社
員
研
修
セ
ン
タ
ー
、北
九
州
市
議
会
、

北
九
州
空
港（
以
上 

北
九
州
市
）を
視
察

し
ま
し
た
。そ
の
他
、当
委
員
会
の
案
件
に

係
る
視
察
・
調
査
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

JR九州社員研修センター（北九州市）を視察（令和6年7月24日）

子
育
て
支
援
・
人
財
育
成
調
査
特
別
委
員
会

　松
下

　正
治

　新
開

　嵩
将

　大
田

　
　満

　花
田

　尚
彦

　吉
田

　浩
一

　松
本

　國
寛

　横
尾

　政
則

○
神
﨑

　
　聡

　後
藤

　香
織

◎
仁
戸
田
元
氣

　大
塚

　勝
利

　福
地

　幸
子

　𠮷
田
健
一
朗

　靏
林

　大
我

　田
中

　雅
臣

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

【
委
員
会
の
開
催
状
況
】

　
８
月
20
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「『
福
岡
県
こ
ど
も
計
画
』
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
視
察
・
調
査
の
状
況
】

　
８
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
、遠
賀
町

子
育
て
支
援
広
場「
ぐ
っ
ぴ
い
」、遠
賀
南

学
童
保
育
ク
ラ
ブ（
以
上 
遠
賀
町
）、福

岡
県
立
大
学 

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
田
川
市
）を
視
察
し

ま
し
た
。そ
の
他
、当
委
員
会
の
案
件
に

係
る
視
察
・
調
査
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

遠賀町子育て支援広場「ぐっぴい」（遠賀町）を視察（令和6年8月20日）

常
任
委
員
会

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）

文
教
委
員
会

　嘉
村

　
　薫

　原
竹

　岩
海

　中
尾

　正
幸

　今
林

　
　久

◎
笠

　
　和
彦

○
髙
橋

　義
彦

　川
端

　耕
一

　西
元

　
　健

　壹
岐

　和
郎

　坪
田

　
　晋

　靏
林

　大
我

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

常
任
委
員
会
は
、そ
の
所
管
に
属
す
る
県
の
事
務
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
議
案
、請
願
等
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
議
会
に
お
い
て
は
、総
務
企
画
地
域
振
興
、厚
生
労
働
環
境
、県
民
生
活
商
工
、農
林
水
産
、県
土
整
備
、建
築
都
市
、文
教
、警
察
の

８
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
次
の
２
つ
の
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

【
委
員
会
の
開
催
状
況
】

　
９
月
19
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「
令
和
６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
」、「
い
じ
め
重
大
事

態
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
」な
ど
を
議

題
と
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
視
察
・
調
査
の
状
況
】

　
５
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
、学
校
法

人
鎮
西
敬
愛
学
園
敬
愛
小
学
校
、福
岡

県
立
門
司
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校（
以

上 

北
九
州
市
）、福
岡
県
立
水
産
高
等

学
校（
福
津
市
）を
視
察
し
ま
し
た
。そ

の
他
、所
管
に
係
る
視
察
・
調
査
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

福岡県立門司学園中学校・高等学校（北九州市）を視察（令和6年5月20日）

警
察
委
員
会

　新
開

　昌
彦

　岩
元

　一
儀

　樋
口

　
　明

　松
尾

　統
章

　藏
内

　勇
夫

◎
大
田

　
　満

○
宮
川
宗
一
郎

　仁
戸
田
元
氣

　渡
辺

　美
穂

　椛
島

　德
博

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

【
委
員
会
の
開
催
状
況
】

　
９
月
19
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「
飲
酒
運
転
撲
滅
対
策
の
推
進
状
況
に

つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

【
視
察
・
調
査
の
状
況
】

　
７
月
９
日
に
、福
岡
県
警
察
学
校
、西

警
察
署（
以
上 

福
岡
市
）を
視
察
し
ま

し
た
。そ
の
他
、所
管
に
係
る
視
察
・
調

査
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

うきは警察署（うきは市）を視察（令和6年5月20日）

守
谷

　正
人

令
和
６
年
10
月
９
日
付
で

子
育
て
支
援・人
財
育
成

調
査
特
別
委
員
長
に
就
任

29 28
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員
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副
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長
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で
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の
調
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員
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て
い
ま
す
。

今
回
は
次
の
２
つ
の
委
員
会
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介
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ま
す
。

【
委
員
会
の
開
催
状
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】
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月
24
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「
佐
賀
空
港
・
熊
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空
港
の
概
要
等
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九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
」、

「
平
成
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豊
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
て
質
疑
を
行
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ま
し
た
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察
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調
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の
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】

　
７
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24
日
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日
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Ｒ
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、北
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州
市
議
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、

北
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市
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係
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・
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さ
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催
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催
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況
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て
」、「
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め
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大
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て
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ど
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た
。
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の
状
況
】

　
５
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
、学
校
法

人
鎮
西
敬
愛
学
園
敬
愛
小
学
校
、福
岡

県
立
門
司
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校（
以

上 

北
九
州
市
）、福
岡
県
立
水
産
高
等

学
校（
福
津
市
）を
視
察
し
ま
し
た
。そ

の
他
、所
管
に
係
る
視
察
・
調
査
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

福岡県立門司学園中学校・高等学校（北九州市）を視察（令和6年5月20日）

警
察
委
員
会

　新
開

　昌
彦

　岩
元

　一
儀

　樋
口

　
　明

　松
尾

　統
章

　藏
内

　勇
夫

◎
大
田

　
　満

○
宮
川
宗
一
郎

　仁
戸
田
元
氣

　渡
辺

　美
穂

　椛
島

　德
博

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

【
委
員
会
の
開
催
状
況
】

　
９
月
19
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

「
飲
酒
運
転
撲
滅
対
策
の
推
進
状
況
に

つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

【
視
察
・
調
査
の
状
況
】

　
７
月
９
日
に
、福
岡
県
警
察
学
校
、西

警
察
署（
以
上 

福
岡
市
）を
視
察
し
ま

し
た
。そ
の
他
、所
管
に
係
る
視
察
・
調

査
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

うきは警察署（うきは市）を視察（令和6年5月20日）

守
谷

　正
人

令
和
６
年
10
月
９
日
付
で

子
育
て
支
援・人
財
育
成

調
査
特
別
委
員
長
に
就
任
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11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
、九
州
各
県
議
会
議
長
会
に
よ

る
提
言
活
動
が
行
わ
れ
、本
県
議
会
か
ら
香
原
勝
司
議
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
府
省
庁
等（
東
京

都
）を
訪
問
し
、本
県
提
出
の「
人
と
動
物
共
通
の
新
た
な
感

染
症
へ
の
対
応
力
の
強
化
に
つ
い
て
」な
ど
、九
州
各
県
か
ら
提

出
さ
れ
た
特
に
重
要
か
つ
緊
急
を
要
す
る
９
項
目
に
つ
い
て

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

九
州
各
県
議
会
議
長
会
に
よ
る

政
府
等
へ
の
提
言
活
動

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で

は
、付
託
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
決
算
」

な
ど
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、９
日
間
の
日
程
で
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
地
域
振
興
に
つ
い
て

　（
北
九
州
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
保
健
医
療
施
策
に
つ
い
て

　（
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
自
殺
対
策
事
業
の
強
化
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　（
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
高
架
下
空
間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
）

〇
福
祉
労
働
施
策
に
つ
い
て

　（
障
が
い
者
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
農
林
水
産
施
策
に
つ
い
て

　（
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
拡
大
に
つ
い
て
な
ど
）

○
商
工
施
策
に
つ
い
て

　（
半
導
体
産
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
教
育
行
政
に
つ
い
て

　（
小
・
中
・
高
等
学
校
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て
な
ど
）

　
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
の
結
果
】

　
付
託
さ
れ
た
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、委
員
会
の
最
終
日
に

採
決
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
の
議
案
も
認
定
、ま
た
は
原
案
可
決

お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
つ
い
て

　（
県
債
に
お
け
る
ワ
ン
ヘ
ル
ス
債
の
発
行
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

　（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
含
め
た
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て
な
ど
）

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

　
10
月
５
日
、Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開

会
式
が
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム（
佐
賀
県
）で
開
催
さ
れ
、香
原
勝

司
議
長
を
は
じ
め
文
教
委
員
会
の
笠
和
彦
委
員
長
、ス
ポ
ー
ツ

立
県
調
査
特
別
委
員
会
の
江
頭
祥
一
副
委
員
長
、ス
ポ
ー
ツ
議

員
連
盟
の
井
上
順
吾
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、福
岡
県
選
手
団
の
現
地
結
団
式
が
行
わ

れ
、香
原
議
長
は
、「
こ
れ
ま
で
、こ
の
チ
ー
ム
福
岡
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
き
た
選
手
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、こ
の
バ
ト
ン
に
夢
と
希

望
を
託
し
た
県
民
の
皆
さ
ま
に
最
高
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
お
見
せ

で
き
る
よ
う
、一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
ょ
う
」と
選
手
の
皆
さ

ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
10
月
20
日
、「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
㏌
筑
豊
」が
遠
賀

川
河
川
敷
公
園
、直
方
市
庁
舎（
以
上 

直
方
市
）で
開
催
さ

れ
、開
会
記
念
式
典
に
香
原
勝
司
議
長
を
は
じ
め
福
岡
県
ワ

ン
ヘ
ル
ス
推
進
協
議
会
顧
問
の
藏
内
勇
夫
議
員（
公
益
社
団
法

人
日
本
獣
医
師
会
会
長
・
ア
ジ
ア
獣
医
師
会
連
合
会
長
・
世

界
獣
医
師
会
次
期
会
長
）な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
香
原
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、今
後
と
も
服
部

知
事
と
と
も
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

㏌
筑
豊
」開
会
記
念
式
典

県
議
会
の
動
き

県
議
会
の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）

◎
桐
明

　和
久

　井
上

　順
吾

　川
端

　耕
一

　

　渡
辺

　勝
将

　髙
橋

　義
彦

　波
多
江
祐
介

　原
中

　誠
志

　

　中
嶋

　玲
子

　松
下

　正
治

　稲
又

　進
一

　塩
生

　好
紀

〇
佐
々
木

　允

　大
島

　道
人

　神
﨑

　
　聡

　吉
田

　浩
一

　花
田

　尚
彦

　宮
川
宗
一
郎

　大
橋

　克
己

　後
藤

　香
織

　井
上

　
　寛

　中
村

　香
月

江
藤

　秀
之

中
牟
田
伸
二

井
上

　博
行

笠

　
　和
彦

小
緑

　貴
吏

佐
々
木

　徹

大
田

　京
子

室
屋

　美
香

塩
出
麻
里
子

靏
林

　大
我

▲決算特別委員会の審査風景

　
10
月
１７
日
、F
U
K
U
O
K
A 

I
S 

O
P
E
N
セ
ン
タ
ー

開
所
式
が
ア
ク
ロ
ス
福
岡（
福
岡
市
）で
開
催
さ
れ
、香
原
勝

司
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
香
原
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、増
加
す
る
県
内

の
在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
、よ
り
安
全
・
快
適
に
暮
ら
し
、

活
躍
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
服
部
知
事
と
と
も
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、専
門
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
在
住
外
国

人
の
生
活
相
談
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
た
め
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

F
U
K
U
O
K
A 

I
S 

O
P
E
N

セ
ン
タ
ー
開
所
式
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11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
、九
州
各
県
議
会
議
長
会
に
よ

る
提
言
活
動
が
行
わ
れ
、本
県
議
会
か
ら
香
原
勝
司
議
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
府
省
庁
等（
東
京

都
）を
訪
問
し
、本
県
提
出
の「
人
と
動
物
共
通
の
新
た
な
感

染
症
へ
の
対
応
力
の
強
化
に
つ
い
て
」な
ど
、九
州
各
県
か
ら
提

出
さ
れ
た
特
に
重
要
か
つ
緊
急
を
要
す
る
９
項
目
に
つ
い
て

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

九
州
各
県
議
会
議
長
会
に
よ
る

政
府
等
へ
の
提
言
活
動

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で

は
、付
託
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
決
算
」

な
ど
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、９
日
間
の
日
程
で
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
地
域
振
興
に
つ
い
て

　（
北
九
州
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
保
健
医
療
施
策
に
つ
い
て

　（
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
自
殺
対
策
事
業
の
強
化
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　（
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
高
架
下
空
間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
）

〇
福
祉
労
働
施
策
に
つ
い
て

　（
障
が
い
者
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
農
林
水
産
施
策
に
つ
い
て

　（
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
拡
大
に
つ
い
て
な
ど
）

○
商
工
施
策
に
つ
い
て

　（
半
導
体
産
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
教
育
行
政
に
つ
い
て

　（
小
・
中
・
高
等
学
校
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て
な
ど
）

　
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
の
結
果
】

　
付
託
さ
れ
た
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、委
員
会
の
最
終
日
に

採
決
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
の
議
案
も
認
定
、ま
た
は
原
案
可
決

お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
つ
い
て

　（
県
債
に
お
け
る
ワ
ン
ヘ
ル
ス
債
の
発
行
に
つ
い
て
な
ど
）

〇
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

　（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
含
め
た
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て
な
ど
）

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

　
10
月
５
日
、Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開

会
式
が
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム（
佐
賀
県
）で
開
催
さ
れ
、香
原
勝

司
議
長
を
は
じ
め
文
教
委
員
会
の
笠
和
彦
委
員
長
、ス
ポ
ー
ツ

立
県
調
査
特
別
委
員
会
の
江
頭
祥
一
副
委
員
長
、ス
ポ
ー
ツ
議

員
連
盟
の
井
上
順
吾
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、福
岡
県
選
手
団
の
現
地
結
団
式
が
行
わ

れ
、香
原
議
長
は
、「
こ
れ
ま
で
、こ
の
チ
ー
ム
福
岡
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
き
た
選
手
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、こ
の
バ
ト
ン
に
夢
と
希

望
を
託
し
た
県
民
の
皆
さ
ま
に
最
高
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
お
見
せ

で
き
る
よ
う
、一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
ょ
う
」と
選
手
の
皆
さ

ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
10
月
20
日
、「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
㏌
筑
豊
」が
遠
賀

川
河
川
敷
公
園
、直
方
市
庁
舎（
以
上 

直
方
市
）で
開
催
さ

れ
、開
会
記
念
式
典
に
香
原
勝
司
議
長
を
は
じ
め
福
岡
県
ワ

ン
ヘ
ル
ス
推
進
協
議
会
顧
問
の
藏
内
勇
夫
議
員（
公
益
社
団
法

人
日
本
獣
医
師
会
会
長
・
ア
ジ
ア
獣
医
師
会
連
合
会
長
・
世

界
獣
医
師
会
次
期
会
長
）な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
香
原
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、今
後
と
も
服
部

知
事
と
と
も
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

㏌
筑
豊
」開
会
記
念
式
典

県
議
会
の
動
き

県
議
会
の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）

◎
桐
明

　和
久

　井
上

　順
吾

　川
端

　耕
一

　

　渡
辺

　勝
将

　髙
橋

　義
彦

　波
多
江
祐
介

　原
中

　誠
志

　

　中
嶋

　玲
子

　松
下

　正
治

　稲
又

　進
一

　塩
生

　好
紀

〇
佐
々
木

　允

　大
島

　道
人

　神
﨑

　
　聡

　吉
田

　浩
一

　花
田

　尚
彦

　宮
川
宗
一
郎

　大
橋

　克
己

　後
藤

　香
織

　井
上

　
　寛

　中
村

　香
月

江
藤

　秀
之

中
牟
田
伸
二

井
上

　博
行

笠

　
　和
彦

小
緑

　貴
吏

佐
々
木

　徹

大
田

　京
子

室
屋

　美
香

塩
出
麻
里
子

靏
林

　大
我

▲決算特別委員会の審査風景

　
10
月
１７
日
、F
U
K
U
O
K
A 

I
S 

O
P
E
N
セ
ン
タ
ー

開
所
式
が
ア
ク
ロ
ス
福
岡（
福
岡
市
）で
開
催
さ
れ
、香
原
勝

司
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
香
原
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、増
加
す
る
県
内

の
在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
、よ
り
安
全
・
快
適
に
暮
ら
し
、

活
躍
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
服
部
知
事
と
と
も
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、専
門
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
在
住
外
国

人
の
生
活
相
談
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
た
め
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

F
U
K
U
O
K
A 

I
S 

O
P
E
N

セ
ン
タ
ー
開
所
式
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読者
プレゼント

アンケートにお答えいただいた方の中から
抽選で5名様に「ふくおかジビエ」をプレ
ゼント。QRコードからお申し込みください。

清
ら
か
で
愛
ら
し
い

ス
プレ
ーマム

〈九州ロゴマーク〉

福岡県公式
YouTubeチャンネル
「ふくおかインターネットテレビ」

詳しくは
こちら

九州・山口各県と経済界で定めた
「九州」のマークです

　
電
照
ギ
ク
の
一
大
産
地
と
し
て
知

ら
れ
る
八
女
地
域
で
は
、ス
プ
レ
ー
マ

ム
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。夜
間
に
人
工

的
な
光
を
当
て
開
花
時
期
を
調
整
す

る
電
照
技
術
を
用
い
、10
品
種
、年
間

お
よ
そ
8
2
6
万
本
が
生
産
さ
れ
て

お
り
、そ
の
需
要
は
全
国
的
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　「
ス
プ
レ
ー
マ
ム
は
、１
本
の
枝
に
４

輪
以
上
の
花
が
咲
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
と

愛
ら
し
さ
、花
持
ち
の
良
さ
が
特
長

で
す
。白
以
外
に
も
ピ
ン
ク
や
黄
色

が
あ
り
、お
正
月
や
お
盆
、春
秋
の

お
彼
岸
な
ど
、年
中
重
宝
さ
れ
て
い

ま
す
」と
、生
産
者
の
松
本
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
の
花
芯
を
の
ぞ
か
せ
、花

開
く
か
れ
ん
な
姿
は
、ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
に
も
好
評
で
す
。

JAふくおか八女  プリンセスマム部会
☎0943-23-1164

スプレーマムを栽培する
松本真一（まつもとしんいち）さん

Fukuoka Flower Dictionary

ふくおか

花図鑑

〈応募締切〉令和7年1月31日（金）




